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目次はじめに一、青森より来仙、船越知事、松島行、餞歳の宴、その他二、宮城県北漫遊　
1.　
登米
　　
2.　
狼川原・気仙沼・佐沼・涌谷
　　　　　　
（以上、前号）
三、いろは・兵作心中未遂事件を巡って四、送別会兼仙臺吟社春季総集、その他五、山形・米沢行、その他六、岩手県南漫遊、その他おわりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（以上、今号）
三、いろは・兵作心中未遂事件を巡って
ところで、 登米に着いて間もないころ 王治本は二月十日に起こった仙台の藝妓の心中
（未遂）
事件に対する感慨を詠んだ詩を、
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奥羽日日新聞社の鉄軒へ送っている。この事件を巡って、王治本や仙臺の詩人たちの男女の恋情に対する見方の一端を窺うことができ、それがまた王治本の校書小萍との艶聞の一件にも関係すると思われるので、ここで取り上げてみ ことにしたい。『奥羽』二月十四日「いろは兵作心中咄し」 、二月十五日「鶴沢いろは拍
子
（注１）
の事」等の記事に拠れば、仙臺きっての繁華街、
国分町の伊勢安書店の番頭、吉
（芳）
野兵作
（二十五歳）
が、虎屋横丁に開業していた鶴沢鬼市の養女で「当時名
題ママ
の
流はやり
行
つ
妓こ
」
であった、いろは拍子
（十九歳）
を一度呼んだのがきっかけで、 「恋に心の乱れ
始そめ
それからは
其そこ
所
彼かしこ
所
いろはと快楽の其果は互
に重ね
厚あつ
衾ふしま
廻す屛風の蝶番ひ
放はなれ
ぬ中とな」った。兵作の「
私わし
は番頭風情の身なれど多年辛棒し追ての為と銀行へ預し金が
七百円サアと云ても大丈夫との詞に」 いろは拍子は「愈々信を置き此人ならばと思ひ詰め
達たてひく
引
とさへ度々ありしが」 、 「それ
やこれや 兵作も六百円の穴を明け店の都合 不首尾より終に帰店も為し兼」ね、いろは拍子と汽車で塩釜へ向かい、海老屋の支店に泊まった。その夜、 「兵作は
傍あた
りの人の
寐ね
静しつ
まりしを窺ひ実は銀行へ七百円の預け金があると云つたは偽りのみか却
て六百余円の穴を明け今は主家へも帰り難く切羽詰つ 身の因果今宵自殺 覚悟 たれは
我わかなきあと
亡後
は一遍の回向を頼むと
打うち
萎しほ
れ
思ひ入つてぞ
述のべ
にけるいろはゝ
斯かく
と聞くよりも元はと云へば
妾わし
の為めにお前ばかり殺しはせぬ
妾わたし
も共に死出 山三途の川も諸
共に渡り 未来は一蓮托生、うんな
ら
（注２）
死んで頼もるかと兼て用意の短刀を抜放しつゝ
打うつ
対むか
へはいろはゝ更に憶する色なく西に
向て
掌て
を合せ口に
唱せうめう
名
観念の容子に見る兵作は眼も暗み心も消えて
躊ためらい
躇
しが斯ては果じと気を励まし咽喉元目懸けグサと突き
笛搔き切るや血刀を取直し遅れはせじと自分もまだ咽喉の辺りを突き切りしが浅手に容易く得も死なれず思はず発せし苦痛の声に人々不審と駈け来たり見るより上下大騒き」となった。
この事件は人々の耳目を引き、もともと花柳界に関する記事の多い『奥羽』に、二月十五日「いろはの容体」 「吊伊呂波詩」 、
十七日 「鶴沢鬼市」 「いろは拍子の容体」 、 十九日 「松本撿事 起訴」 「芸妓の不景気」 、 二十二日 「兵作いろはの容体」 、 二十三日 「いろはの容体」 、三月七日「いろは拍子 退院」 、四月六 「心中拍子の函舘行 、五月十日「いろは拍子自殺せんとす」と うように、次々に関連記事や後日談が掲載されてい
く
（注３）
。 「吊伊呂波詩」と題する記事の末尾には「昨日
左さ
の如き詩を本社へ投せ
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し者あり生死未定の今日左
さ
りとは大早計と謂ふべし」として、次のような読者の投稿詩が掲載されている。
　　
聞妓伊呂波情死事、有感。
　
如氷
　
道人
一諾千金不顧身、此心可比古忠臣。誰図献笑貢諛窟、有此従容就死人。
〔一諾千金身を顧みず、此の心古の忠臣に比す可し。誰か図ら
ん
　
献笑貢諛の窟、此くのごとく従容として死に就く人有らんとは。 〕
　　
和韻
肉食由来皆愛身、烟花却学殉難臣。笑将一死酬知
巳ママ
、畢竟波児是快人。
〔肉食︿
高官のこと
﹀
は由来皆身を愛す。烟花︿
娼妓
﹀
却って
殉難の臣に学ぶ。笑って一死を将て知巳に酬ゆ。畢竟波児︿いろは拍子﹀は是れ快人。 〕
さて、王治本は登米に着いた二月二十二日に、この事件を取り上げた詩を詠んでおり、翌二十三日の『奥羽』に掲載されて
いる。
　
　　
　　
咏伊呂波双殞事
　　
漆園
　
道人
期結伉儷願不成
　　
伉儷
〔夫婦の契り〕
を結ばんと期するも
　
願い成らず
拚将地下続鴛盟
　　
拚いのちす
て
　
地下をもって
　
鴛盟
〔鴛鴦の契り〕
を続けんとす
痴情未破迷魂陣
　　
痴情
〔一途な恋情〕
も
　
未だ破らず
　
迷魂陣
〔迷いの世界〕
薄命終帰
抂ママ
死城
　　
薄命
　
終に帰す
　
抂死城
〔非業の死を遂げる〕
歌舞臺前声寂々
　　
歌舞臺前
　
声寂々
雌雄剣上血盈々
　　
雌雄剣
〔一対の剣〕
上
　
血盈々たり
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男児畢竟心膓
狼（注４）
　　
男児は畢竟
　
心膓狼なり
一
（注５）
■刀痕判重軽
　　
一■の刀痕
　
重軽判る
この詩には「道人昨遊珊上。三嘯情仙、為転寄此篇。伊児今在死前、此中所云未免太早計」との評が付されているが、この
詩を奥羽日日新聞社に転送した 「
三
さんしょう
嘯
情仙」 とは、
珊さん
沼しょう
（佐沼のこと）
吟社を主宰していた羽北であるに違いない。彼は、 心中を図っ
た二人はまだ死んだわけではないこと、 また「然痴態醜状、 雖生劣死、 縦死勝生。不妨傚顰、 且博粲花、 以代評言
〔然れども痴態醜状、
生くると雖も死するに劣り、縦い死せんも生くるに勝る。顰みに傚い、且つ粲花を博し、以て評言に代うるを妨げず〕
」としたうえで、鷗所
（狎鷗）
と王
治本に、それぞれ川韻の次のような詩を贈っている。王治本への作のみ挙げることにしよう
　　
戯贈夢覚山人畳韵〔三十四〕
萬里煙花各一天
　　
萬里
　
煙花
　
各おの一天
萍踪相遇亦奇縁
　　
萍踪
　
相遇うも
　
亦奇縁
酔中佳謔深心在
　　
酔中の佳謔
　
深心在り
夢後風流本事伝
　　
夢後の風流
　
本事伝わる
白氏愛吟長恨曲
　　
白氏は吟ずるを愛す
　
長恨曲
劉郎原属小遊仙
　　
劉郎は原
もと
属す
　
小遊仙
老来狂態渾如昔
　　
老来
　
狂態
　
渾て昔の如し
只恐情波泛作川
（注６）
　　
只恐らくは
　
情波
　
泛びて川と作らんこと
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この詩の尾聯から見ると、このとき耳順に近かった王治本がある女性に対して年齢不相応のかなり強い思慕の情を寄せてい
たことになり、その女性とは上述の香萍校書であったということになろう。また、香萍校書に夢中になっていた王治本であったれば そ、いろは・兵作の心中
（未遂）
事件も身につまされるものがあったということになろうか。
四、送別会兼仙臺吟社春季総集、その他
宮城県北を漫遊してきた王治本は、再び仙台に帰り、間に大河原・角田町への旅を挟んで、一ヶ月近くを仙台に滞在するこ
とになる。その間の詳細を見ていくことにしよう。（一）在仙諸事、大河原・角田行四月十三日の『奥羽』の「王治本氏
　　
同氏は志田郡涌谷町に暫く滞在揮毫中の処昨日来仙国分町針生旅店に投宿されしか
凡そ一周間程滞在揮毫の需に応せらるゝ筈なり」と う記事によれば、王治本は四月十二日に仙台へ帰ってきた。また、四月二十五日の『奥羽』の「王治本氏
　　
暫く滞仙中なる清国人王治本氏は本日第一列車にて出発柴田郡大河原町に至り同地に
四五日間滞在 上伊具郡角田町に転じ同地にも一周間程滞在の上揮毫 需に応じ又々当地に帰り其後山形県下に赴き同地に暫く滞在来る七月頃帰国するの見込 りと」という記事によれば 四月二十五日から大河原・角田町への旅に出たことが分かる。四月二十八日の『奥羽』には、彼が佐藤梅狂なる人物のため、その庭園について「疎影堂記」という文章を書いたという記事があるが、それは四月十二日から二十四日までの仙台滞在中のことであった 考えられる。このときの仙台滞在中のこ としては、もう一つ、二十三日に「片野栗軒氏を始め其他の人々と榴ヶ岡に観桜会を催」 い
（注７）
る。
王治本の大河原・角田での活動についてはほとんど不明であるが、唯一、角田の人、
板いたばし
橋
静好
（号雲山。一八三一？～一九〇
九
（注８）
）
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の次の詩が、この時の交流の跡を示すものかもしれない。
　　
次清客王漆園韻
落々才高李杜流
　　
落々
〔卓越しているさま〕
として才高し
　
李杜の流
東風許我共登楼
　　
東風
　
我に許す
　
共に楼に登るを
搔来白髪添覊恨
　　
白髪を搔き来れば
　
覊恨
〔旅の愁い〕
添くわ
わり
挑尽青燈話客愁
　　
青燈を挑げ尽くして
　
客愁を話す
題壁応遺蓬島迹
　　
壁に題して
　
応に遺すべし
　
蓬島の迹
銷魂忍上柳橋頭
　　
魂を銷せば
　
上るに忍びんや
　
柳橋
〔送別の場所のたとえ〕
の頭
前途為有春光好
　　
前途
　
春光の好き有るが為に
飄忽吟鞍去不留
　　
飄忽たる吟鞍
　
去りて留まらず
（ 『仙台風藻』巻之四）
さて、五月四日の『奥羽』の「王治本氏
　　
柴田郡大河原町より伊具郡角田町に出張揮毫中なりし王治本氏は昨日又々来仙
針生旅店に投宿されしが四五日間滞在の上山形県地方へ漫遊の筈なり」という記事に拠り、王治本は五月三日には三たび仙台に戻ったことが分かる。（二）送別会兼仙臺吟社春季総集五月六日には、山形へ旅立つ王治本 送別を兼ねて、仙臺吟社春季総集が催された。その詳細が『奥羽』に報じられている。
これは当時の書画会の様子を伝える貴重な資料であるので、詳しく取り上げようと思う。そ 前にまず、仙臺吟社のこの当時
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前後の推移を見ておこう。そのための資料として、 『仙臺文学』第一号
（仙臺吟社、 一九一三年八月）
所載の鉄軒迂夫
（友部鉄軒）
の「仙
臺吟社沿革記」に拠り、 『仙人辞』の人物説明も加味してまとめると、次のようになる。「仙臺吟社は明治二十四年七月を以て創立せら」れ、 「社員の詩を奥羽日々新聞紙上に掲載することは」鉄軒が担当した。明治十九年二月、怡土信吉
（一八四九～一九〇三。号は雲陽など。明治十年、奥羽日日新聞の前身である仙臺新聞社に聘せられて社長兼主筆となり、詩社
を結んで漢詩の隆興を図った）
が勇退し、鉄軒がその後任となったが、 「諸事前任者 方針を改めず、詞壇欄は専ら羽北翁の助言を
受け居り、其内鷗所君の裁判所へ来任するあり、力を詞壇に仮され ゆゑ文運は益興隆に向」かった。 「仙臺の漢詩文家は申すに及ばず」 、実業家、政治家にして東北随一の歌人と称せられた小倉茗園
（一八四九～一九二七）
、筆道を教授するとともに尤も
和歌を善くした馬場昇
（一八三二？～一九一四）
、清水広景
（一八四六？～一九一七）
等の歌人、鎌田甫山
（一八二五～一八九七）
一派の俳諧
専門の人々も来会して「詩運の盛衰は政界の消長と相関連し」 、二十七年一月に勝間田稔
（号蝶夢）
が知県に来任するや、 「吟社
は公を得て大に気勢を増し 県庁には片野栗軒、毛利竹南等 作家ありて之を輔佐 、一時地方の詩を談ずる者、名古屋の柳城吟社と宮城 仙臺吟社 翹楚とな」した。 「然るに公は在任四年にして新潟 転じ、竹南鷗所も相前後して走り、詩人一時に凋落」したという。
これによれば、仙臺吟社の全盛期は、王治本が仙台を去った直後の勝間田稔知事
（二十七年一月二十日～三十年四月七日在任）
の時
代だった。王治本が仙台に滞在した二十六年は、その基礎を形作った時期とでも言える かもしれない。
さて、いよいよ五月六日当日の詳細を見ていくことにしよう。五月六日の『奥羽』に次の二つの記事が、並べて掲載された。
●王治本氏の送別会
　　
久敷本県各地を漫遊中なりし清客王治本氏は不日出発山形地方へ赴かるヽ筈に付き同氏と交誼あ
る諸氏発企者となり本日午後一時より公園挹翠舘に於て送別の雅集を催さるヽ由尚同日は王氏始め諸家の席上揮毫もあり
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数時間文墨の清遊を為し黄昏より宴会を開かるヽ都合なりと聞く（本日広告参
（注９）
観）
●仙臺吟社春季総集
　　
社員中に種々の差支ありし為め延引し居りし同社の春季総集は愈本日午後一時より清客王治本氏
の送別会を兼ね公園挹翠舘に於て開会さるゝと云ふ
そして、早速翌七日には、 「王治本氏の送別会
　　
（前略）
挹翠舘に開きし同会は来集者十数名にして
（中略）
風流韻雅の遊娯
に日影の移るを忘れ黄昏より宴会を開き席上香萍女史始め数名の紅裙杯酌を周旋し酔後猶又文墨の遊戯あり一同歓を罄して退散せり近頃稀な 清雅風流の集会なりし
（下略）
」という記事が載り、さらに九日には伴部介洞
（鉄軒）
の筆に成る「仙臺吟社春
季大会之記」という、より詳しい記事が掲載された。以下、この「仙臺吟社春季大会之記」により、当日 会の推移をなぞってみたいと思う。「仙臺吟社」は「毎年春秋二季を以て大会を開」くことを恒例としているが、 「今玆五月
七ママ
日清客王漆園氏送別の宴を兼ね
て之を公園挹翠舘に開」いた。 「会する者十数人、席の南面の壁上に王氏が留別」 詩を貼った。その詩は二首あり、一首は次のようなもの。
　
小住曾経過百天
　　
小住
　
曾かつ
経て
　
百天
〔百日〕
を過ぎぬ
　
依楊霏雪往来縁
　　
楊に依る霏雪
〔舞い飛ぶ雪片〕
　
往来の縁
　
約将松島重探勝
　　
松島を約して
　
重ねて勝を探り
　
吟就竹枝待刊伝
　　
竹枝を吟じ就
　
刊伝を待
）（注
（注
つ
　
杜宇催帰偏惹恨
　　
杜宇
〔ほととぎす〕
　
帰るを催して
　
偏に恨みを惹き
　
蠧魚食字未逢仙
　　
蠧魚
　
字を食らうも
　
未だ仙に逢わ
）（（
（注
ず
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甞来世味分深浅
　　
甞め来れば
　
世味
　
深浅を分かつ
　
小兎浮波象没川
　　
小兎
　
波に浮かび
　
象
　
川に没す
もう一首は、佐沼で狩野誠厚に贈った「偶成」と全く同じ。識語は「光緒癸巳春暮客次仙城曾閲三月将赴山形辱承諸君子置
酒設餞賦此留別
〔仙城に客次して曾て三月を閲し、将に山形に赴かんとして、諸君子の置酒し餞を設くるを承くるを辱くし、此れを賦して留別す〕
王治本
初稿」 。
さて、 「賓の集まるを待つの間局に対して碁を囲む者あり韻書を繙て推敲する者あり、楼の北端に揮毫の席を設け
紅
）（注
（注
児
芳墨
を磨し翠■雅箋を展へ以て騒客の書画を作るに任」 した。ここで、 宮城大林区署長で画家の高島北海 （
一八五〇～一九三一。名は得三、
長州萩
の
）（注
（注
人
）
が「萬峯独客の図を作」った。それは「緑樹深処軽車徐行道を廻る一渓水流石に激し淙々声あり大斧劈の山其前面
に当る宛然関山新
）（注
（注
道の真景」であった。北海は次のような詩を題した。
羽北氷霜猶暮寒
　　
羽北
〔ここでは山形県のこと〕
は氷霜
　
猶お暮寒
陸南花柳
巳ママ
春闌
　　
陸南
〔宮城県のこと〕
は花柳
　
巳すで
に春闌なり
知君明日関山路
　　
知る
　
君
　
明日
　
関山の路
両地風光逐次看
　　
両地の風光
　
逐次に看ん
次に佐伯羽北が「留別の韻を和して一律を賦」し、 鉄軒も「戯れに一絶を書して王氏 調」し
〔からかう〕
た。鉄軒の作を引こう。
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膠漆明朝也各天
　　
膠漆
〔親密な間柄の二人〕
も
　
明朝
　
天を各おのにせんも
猶期萍水再逢縁
　　
猶お期す
　
萍水
　
再逢の縁
離愁此際誰尤切
　　
離愁
　
此の際
　
誰か尤も切なる
老大娥眉涙作川
　　
老大
〔お年寄り〕
　
娥眉
〔美人〕
　
涙
　
川と作る
これに対し、王治本が「老大は可哀さう半老が宜しい」と言ったため、 「一座皆笑」った。この会では初めに「席上の作和
韻を禁す、聯句するを禁す、詩中送別の二字を禁す」との申し合わせをしていたものの、 「会員の多数は聯句を好むこと色食の如き者」で この禁令 守ることができず、王氏先つ唱へ羽君之に和し鷗君栗君皆之に同し彼れ孟韓たり此れ元白たり額を蹙め頭を疾しめ呻吟歔欷泣くが如く訴ふるが如く 摩つて痛処に当らす搔て癢処に届らざるの状」があった。やがて「斜陽西に墜ち暮鴉林に噪くも殆と見聞する所なき」 ごとき状態になり、 「此に於てか聯句党に反対する者腹中の雷鳴に堪へす、忽ち謔詩を書して壁 貼」る者が現れた。その詩に曰く、
貴重光陰醒裏過
　　
貴重なる光陰
　
醒裏に過ぎ
韻無佳字喚如何
　　
韻に佳字無し
　
喚ぶも如何せん
孟爺蹙額韓爺疾
　　
孟爺
〔孟郊〕
は額を蹙め
　
韓爺
〔韓愈〕
は疾
なや
む
聯句誤人不耐多
　　
聯句は人を誤る
　
多きに耐えず
「一座哄然聯句党も亦此詩を読み始めて腹の飢江たるを知つて筆を投」じ、 「仍て席を更へて宴を開き杯を飛すの間再ひ紙を展て詩を書」した。この時の北条鷗所の詩は次 ようなものである。
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奥羽関山翠刺天
　　
奥羽の関山
　
翠
　
天を刺す
分襟此日惜佳縁
　　
襟を分かつ此の日
　
佳縁を惜しむ
詩衫潦倒零香在
　　
詩衫
　
潦倒
〔酒に酔って〕
として
　
零香在り
芳事闌珊別恨傅
ママ
　　
芳事
　
闌珊
〔尽きかけている〕
として
　
別恨傅
つた
わる
嬌歌隔樹鶯歴歴
　　
嬌歌
　
樹を隔て
　
鶯のごとく歴歴たり
当筵舞態蝶仙仙
　　
筵に当たる舞態
　
蝶のごとく仙仙
〔ひらひらとしている〕
たり
啣杯我欲消愁去
　　
杯を啣みて
　
我
　
愁いを消し去らんと欲し
吸尽旗亭酒百川
　　
吸い尽くす
　
旗亭
　
酒百川
鷗所が香萍校書との別れを惜しむ王治本の気持ちに成り代わって詠んだものと言えよう。さて、ここで第一国立銀行仙台支
店長にして詩人の尾高藍高
（一八三〇～一九〇一。埼玉深谷の人）
の門人であった高橋欽
）（注
（注
香が次のような詩を詠む。
薫風五月緑陰天
　　
薫風
　
五月
　
緑陰の天
白社重尋文字縁
　　
白社
　
重ねて尋ぬ
　
文字の縁
此日郷愁因酒破
　　
此の日の郷愁
　
酒に因りて破れ
諸君才藻仮詩伝
　　
諸君の才藻
　
詩を仮りて伝わる
嬌声溢坐双絃妓
　　
嬌声
　
坐に溢る
　
双絃の妓
雄辨驚筵八酔仙
　　
雄辨
　
筵を驚かす
　
八酔の仙
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歓会明朝各分手
　　
歓会
　
明朝
　
各おの手を分かち
空餘離恨渺晴川
　　
空しく離恨の晴川に渺たるを餘さんの
）（注
（注
み
この会では「片野栗軒君幹事たり周旋甚た勉め席暖なるに暇まあらす遂に詩」がなかった。ここで、第六十銀行支店員にし
て俳人であり、仙台で日刊実業絵入新聞を発行して大いに軟文学を鼓吹したと言われる関岡無柾
（一八七〇？～一九二六。東京
の
）（注
（注
人
）
が送別の俳句を詠んだ。やがて、 「衆客皆酔ひ、悪謔風生し、冷嘲雨至」り、 「杯酌に侍せし香萍女史舜花
校
）（注
（注
書
の輩」も「亦辟
易口を緘」したが、 「快談痛飲二更に至て罷」み、 「王氏詩あり能く此会を悉」した。
倐爾迎春又送春
　　
倐爾
〔あっというまに〕
として
　
春を迎え
　
又春を送る
牢晴天気緑陰新
　　
牢晴
〔穏やかに晴れた〕
なる天気
　
緑陰新たなり
萍踪相逐東風去
　　
萍踪
〔浮草の跡〕
　
相逐いて
　
東風去り
花片渾飛南陌塵
　　
花片
　
渾て飛ぶ
　
南陌の塵
翠舘頻催詩酒興
　　
翠舘
〔妓楼〕
　
頻りに催す
　
詩酒の興
青山傾賞画図真
　　
青山
　
傾け賞す
　
画図
〔美しい景色〕
の真
座中休説分離話
　　
座中
　
説く休かれ
　
分離の話
来燕帰鴻都是賓
　　
来燕
　
帰鴻
　
都て是れ
）（注
（注
賓
以上、述べ来った後、鉄軒は「嗚呼来燕帰鴻人世の聚散実に之に異なるなし、明春此会新燕の代り来るあり旧鴻の帰り去る
あり浅酌低唱の間必すや俯仰今昔の感に堪へさる者あらむ、是予が自ら揆らすして此会を記すの
巳ママ
むを得ざる所以なり」と結
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んでいる。
なお、所用のため参加できなかった高木花渓の次のような詩も、五月十日の『奥羽』に掲載されている。
　　
五月初六、同人集於挹翠舘、兼餞王漆園詞客。予有事、不得追陪、聊賦一律、以示諸君。
　
高木
　
花渓
水軟山温敝綺筵
　　
水軟らかに
　
山温かくして
　
綺筵敝く
風流觴詠憶群賢
　　
風流なる觴詠
　
群賢を憶う
神州文字帰詩国
　　
神州の文字は
　
詩国に帰し
禹域才華有謫仙
　　
禹域の才華に
　
謫仙有り
為困風塵嗟易老
　　
風塵に困しむが為に
　
老い易きを嗟き
欲聯奎璧竟無縁
　　
奎璧
〔文苑〕
に聯ならんと欲するも
　
竟に縁無し
槐陰斜日回頭処
　　
槐陰
　
斜日
　
頭を回らす処
青葉城甍鎖暮煙
　　
青葉城の甍
　
暮煙に鎖さる
花渓は
高たか
木き
正まさかた
謙
（一八五一～？）
、 『仙人辞』には「甲斐甲府の人、
（中略）
花渓また掃花仙史と号し、
（中略）
廿五六年頃、宮城控
訴院書記長として仙臺にあるや、同時に北条鷗所、友部鉄軒等あり、大に詞壇の盛事を極
）注注
（注
む」と紹介されている。
（三）その他五月十日の『奥羽』に「紀念碑建設の計画」という見出しの下、
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常盤丁貸座敷新竹楼内ケ崎九平氏は今度紀念碑を建設する計画にて碑文を王治本氏に依頼せし由なるが其旨意は維新前伊達家の領内に於ては塩釜町一ヶ所のみなりしが維新後国分町に許可され其後今の常盤丁 移転を命ぜられ針生庄之助氏を始め新盛楼新竹楼舞鶴楼南幸楼等の尽力にて一廓を開くに至りしまでの実事を記し永く後世 伝へんとする者なり
）注（
（注
と
との記事が載っている。この碑は「繫情碑」と名づけられたようで、その碑文と見られる「繫情碑記」と題する文章が、王
治本の文集である『食研斎文稿』に収録されている。 『食研斎文稿』は中国寧波市の天一閣に収蔵されているが、筆者が現地を訪れた二〇一五年三月には整理中のため、閲覧することができなかった。ただ、幸い寧波市在住の王治本の曾孫、王勉善氏から、氏が転写されたものを贈与された。貴重な資料であるので、それをここに転載することにする。なお、王勉善氏の転写資料が簡体字で記されているため、原資料とは一致しない字があり得る。
　　　　　　　　　　　　　　　
繫情碑記
王道之大、不外人情。而極其情之所至、則曰、内无怨女、外无曠夫、此男女之情之正也。至極其情之所流、而変通之、則有曰官妓、有曰営妓。業此者編為妓籍、称為妓楼。萃粉白黛緑之姝、博蝶酔蜂迷 楽。千金買笑、一顧鍾情。古所称長安平康、揚州竹西、此其最著者也。雖王政亦有所不能尽禁焉。日本通国、随在多有妓楼、俗称貸座敷。納 税於官、給以牌籍、別其区為游廓 猶我国昔時官妓・営妓之遺制也。日本北陸道、有宮城県 向来妓館限在塩浦。明治元年、始許設于国分町、業此者亦僅八戸。至八年、有転遷之命、判其区于常磐町 時有中正楼・新盛楼・南幸 ・新竹楼。此四楼主、首為創理。相度地理、開闢街衢、前面城山、后背広川 築楼台、樹花木、十一年一月鳩工、迄八月告竣 遂得転居開業。厥后相継而起者、凡十三戸、共十七楼 而以四楼為領袖。復与衆楼相謀、開女工場、建医病院、鑿井泉、設游圃、遂使車馬紛馳、笙歌鼎沸、如登恒春之館 如入不晩之城。擬之長安花柳、揚州風月 殆相仿仏焉。今二十二
）注注
（注
年七月、官復下令転移。行将
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別就新区、重興旧業、辟荒原而成艶窟、易僻壌而為康衢、要亦在此四楼主也。従茲常盤之町、歌楼声歇、舞扇香消、懐前日之鶯花、悵当年之門巷 誠有如古詩所謂「好去春風湖上亭 柳条藤蔓系離情」者、亦烏能遣此也耶。四楼主請余為文、以記繁華之迹 以叙営造之由 謀立石以示后、遂名之曰「繫情碑」 。
五、山形・米沢行、その他
五月七日の『奥羽』に「王治本氏
　　
同氏は明日を以て当地出発山形県下山形市へ出発同地に於て揮毫の筈」とあるように、
王治本は送別会の翌々日に山形県へと旅立った。このときの王治本送別詩としては、上記「仙臺吟社春季大会之記」に掲載されたものだけではなく、五月十六日『奥羽』所載の鷗所 「送王漆園先生之山形畳韻」 「玻璃宮席上口占贈別」 、栗軒の「送王漆園先生赴霞城」
（ 『栗軒遺稿』
14丁ウにも収録）
、 及び『羽北遺稿』中巻所収の羽北の「送王漆園之霞城」も筆者は見出しているが、
ここでは鷗所の二首目を引くことにしよう。題の「玻璃宮」は「針久」をもじったものであろう。
　　
玻璃宮席上口占贈別
　　
鷗所
春愁如水峭然醒
　　
春愁
　
水の如く
　
峭然として醒め
鵑後緑陰簾色青
　　
鵑
〔ほととぎす〕
後の緑陰
　
簾色青し
詩出離懐殊有感
　　
詩
　
離懐に出でて
　
殊に感有り
酒澆磊塊亦無霊
　　
酒
　
磊塊
〔胸中のわだかまり〕
に澆ぐも
　
亦霊
〔効き目〕
無し
聯歓白社情偏切
　　
歓びを白社に聯ねて
　
情
　
偏に切なり
惜別紅裙涙也零
　　
別れを紅裙
〔美女〕
に惜しみて
　
涙また零
なが
れん
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明日分襟膓欲断
　　
明日
　
襟を分かつ
　
膓
　
断たんと欲す
落花風雨満旗亭
　　
落花
　
風雨
　
旗亭に満つ
以下、この山形旅行を含め、以後七月初めまでの足跡を探ってみることにしたい。（一）羽前における足跡六月二十五日の『奥羽』雑録に王治本の「題米沢史談後」詩二首が載っている。 『米沢史談』は、 「累代上杉家ニ仕ヘ祖考先
考、 栄職ヲ辱フシ旧恩優渥ナ
）注注
（注
リ」と自ら述べる山形県士族の麻
おみ
績斐
あや
が漢字片仮名交じり文で米沢の「古今ノ沿革ヲ略叙」した、
出版後まもない本であった。その第一首を挙げることにしよう。
史編一読意悽然
　　
史編
　
一読
　
意悽然
古往今来七百年
　　
古往今来
　
七百年
誰道九郎真授首
　　
誰か道わん
　
九郎
　
真に首を授くと
可憐寡婦竟逃禅
　　
憐れむ可し
　
寡婦
　
竟に逃禅せしこと
城楼無復豊家皷
　　
城楼
　
復た豊家の皷無く
村墅尚流左氏泉
　　
村墅
　
尚お流る
　
左氏の泉
憑仗公園存旧沢
　　
公園に憑仗すれば
　
旧沢存す
千章老木鎖蒼烟
　　
千章
〔千株〕
の老木
　
蒼烟
〔果てしない雲霧〕
に鎖さる
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この詩に詠まれていることを『米沢史談』の文章に徴してみると、次のようになる。
　
第三句
―「頼朝大ニ怒リ泰衡ニ命シテ義経ヲ殺サシム。同
（文治）
五年閏四月泰衡義経ヲ衣河舘ニ襲フ。義経、持仏堂
ニ入リ自殺ス。時ニ年三十一ナリ」
（巻之一、第一回
　
米沢ノ沿革「大江時代」 ）
　
第四句―「蒲生氏郷ハ会津米沢百萬石ヲ領シ其身ハ会津ノ若松ニ住シ米沢松ヶ岬城ハ其門族、蒲生四郎兵衛郷行ニ四萬
石ヲ与テ之ヲ守ラシム 文禄四年二月氏郷卒ス。
（中略）
氏郷ノ未亡人ハ織田信長ノ女ニシテ客
ママ
色嬋娟、 絶世ノ美人ナリ。 秀吉、
之ヲ迎ヘント欲シテ其意ヲ通ス。未亡人、歎シテ曰ク「秀吉、今、天下ニ霸タリト雖モ往時ヲ思ヘハ妾カ父、信長卿ノ僕従ナリ。然ルヲ妾、 豈ニ敢テ其箕妾トナリテ貞女ノ道ヲ失ハンヤ」ト。遂ニ剃髪シテ禅尼トナル」
（巻之一「蒲生及ヒ直江時代」 ）
　
第六句―「佐氏泉
　
上花沢北裏ニ在リ。喬松ノ下、清泉湧キ風致最モ佳ナリ。三伏ノ候、納凉ニ適ス。相伝フ此処ハ佐
藤正信ノ別墅ナリト…」
（巻之一、第二回
　
名勝古蹟○米沢市）
　
第七句
―「四年、廃藩置県ノ挙アリ。
（上杉）
茂
）注注
（注
憲、朝命ニ遵テ東京ニ移居ス。
（中略）
茂憲去リシ後、古城ヲ毀チ官ニ請
テ公園ト為シ謙信鷹山ノ祠堂ヲ其中央ニ安置 吾人今日、徘徊逍遙スル所ノ公園ハ則大江以来牙城ノ遺趾ナリ。四条天皇暦仁元年、時広始テ塁ヲ築キ松ヶ崎城ト名ケ ヨリ明治二年ニ至ルマテ星霜ヲ閲スルコ 六百三十二年、今ヤ事物皆面目ヲ改メ 旧観ヲ存スル者ナシ唯巨 老杉ノ樹、翠色依然トシ旧容ヲ変セス。樹下ニ巨石アリ題シテ曰ク従三位上杉曦山公ノ碑ト。斉憲、曦山ト号ス。是レ此ノ城、最終ノ主ナリ。一国ノ城主モ期至レハ皆白骨、僅ニ一碑石ノ樹陰ニ存スルアルノミ。此樹ヤ独リ古今幾多ノ人ノ栄枯盛衰 通観シテ以テ人生朝露 短ヲ憐ム者ノ如シ」
（巻之一「上杉時代」 ）
思うに王治本は麻績斐から『米沢史談』を見せられると、短時日のうちにこれを読み取り、その内容を詩に詠みこんだので
あろう。
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次の二首も同日の『奥羽』に掲載されている。
　　
米沢紀遊
自出霞城過赤泉
　　
霞城を出で赤泉
〔赤湯温泉〕
を過ぎしより
吟筇到処且留連
　　
吟筇
　
到る処
　
且く留連す
白雲東擁仙翁嶽
　　
白雲
　
東に擁す
　
仙翁嶽
〔仙王岳のこと〕
碧水西流鬼面川
　　
碧水
　
西に流る
　
鬼面川
駆馬人耕新雨後
　　
馬を駆る人は耕す
　
新雨の後
求桑女話暮烟辺
　　
桑を求むる女は話す
　
暮烟の辺り
相生橋畔風光麗
　　
相生橋
〔最上川に架かる橋〕
畔
　
風光麗しく
夏木陰々聞杜鵑
　　
夏木
　
陰々として
　
杜鵑を聞く
　　
題鶴岡旅壁
翠帘風捲画楼東
　　
翠帘
　
風は捲く
　
画楼の東
鬱々蒼松繞故宮
　　
鬱々たる蒼松
　
故宮を繞る
老鶴帰来城郭換
　　
老鶴
　
帰り来りて
　
城郭換わり
明蟾照処酒樽同
　　
明蟾
〔月〕
照らす処
　
酒樽同じ
玉釵舞影飄簾底
　　
玉釵
〔美女のたとえ〕
の舞影
　
簾底に
飄
ひるがえ
り
金嶽嵐光入座中
　　
金嶽
〔金峯山〕
の嵐光
　
座中に入る
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一酔園林春
巳ママ
暮
　　
一たび園林に酔えば
　
春巳
すで
に暮れたり
杜鵑花白鼠姑紅
　　
杜鵑花
〔つつじの花〕
は白く
　
鼠姑
〔牡丹〕
は紅なり
王治本は酒田
（亀城）
も訪れたようで、酒田の大地主で、当時酒田町会議員を務めていた森重郎
（号竹堂。一八五八～一九二
一
）注注
（注
）
の
人となりと、彼が欧陽脩の「刑部看竹、効孟郊体」詩の句にちなんで「寒緑軒」と名づけた書斎について叙した「寒緑軒記」という文章が、上述の『食研斎文稿』に収録されている。それをここに転載することにする。
　　　　　　　　　　　　　　　
寒緑軒記
夫物当春夏之交、欣欣然而向栄者、衆卉一色也。及夫寒風凛冽、霜雪飄零、向之葱鬱者、忽而凋残矣。向之蒼翠者、忽而黄
落矣。其中有隆冬転茂、
籊籊常新、不与衆卉同栄枯者。其物為何如乎。語曰、 「時窮見節義」 、此物此志也。廬陵咏竹有云、 「竹
比君子徳、猗猗寒更緑」 。廬陵殆以竹自况、
幷
将以竹勉人、而共為君子也。竹堂森君、固君子人也。有味乎廬陵咏竹之句、特
取「寒緑」二字以名軒、盖亦将以竹自况 知不徒以猗猗者玩好也已。
竹堂世居羽後亀城、家素封、年猶強盛、正如物之欣欣然向栄、得春夏気象者居多。至其気質之清高、則如竹之絶俗也。其徳
性之堅定、則如竹之有筠也。其懐抱之寛容、則如 之虚心也。其又楽善而好施者、則有如竹風之生涼、竹露之垂潤也。夫士之能卓然自立、当必有裕于未立之先、猶竹 経寒更緑 当必有裕于未寒之先。固不待寒而后見之哉、誠哉君子之徳也。 『詩』曰、「有匪君乎、如切如磋、如琢如磨」 。当更為竹堂進咏之矣。若夫逍遙避世、慕竹林之七賢、寤寐空山、懐竹渓之六逸、是皆古之君子也、為能相与友善 結契烟霞 以共励此歳寒 節。今者竹堂 軒 其所与晨夕往来、共相砥礪、不知亦有如七賢六逸其人者在焉否耶。余何人、斯幸茲游次亀城 得一登竹堂之軒 覚左右修竹、座中佳士、其室固幽 而其人駿駿乎抜俗、洵不愧当世之君子也
哉
）注注
（注
。
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（二）四度目の仙台滞在六月二十三日の『奥羽』に「清客王治本氏の来仙
　　
当春以来当市及び各郡地方を漫遊して永々揮毫の上先頃山形県へ赴か
れし清人王治本氏は一昨日米沢出発福
島
）注注
（注
町
に一泊の上本日の終列車にて又々来仙国分町針生旅店に投宿の筈なり」とあるよう
に、山形旅行を終えた王治本は六月二十三日に四たび仙台に帰ってきたが、七月一日の『奥羽』によると、直ちにまた一時仙台を離れたようで、 「同国人王予坊邱宝林の二氏及び随行員と共に」六月三十日に、五たびということになろうか、 「来仙針生旅店に投宿」した。管見では、 王予坊
（字は海帆）
については、 一九〇六年、 上海の商人、 宋煒臣が漢口既済公司という水電公司
（水
道と電気の供給をする会社）
の設立を申請する際に連署した十一人の豪商の一人ということが知られる程度であ
）注注
（注
る。邱宝林の素性や、
また王治本が彼らと共に来仙した理由は不明である。
七月二日の『奥羽』には、王治本の「題画竹。画為高地閑斎司寇所蔵、無欵識。盖当時必四幅或八幅、此僅得其二耳」と題
する詩が載っている。高地閑斎は、丹波多紀郡篠山村の生まれで、 「二十四年宮城控訴院検事となり、久しく仙臺に住し、詩を北条鷗所に学び 能名あ」っ
）注注
（注
たとされる高
こう
知ち
安やすさぶろう
三郎
（一八五五～？）
のことである。次のような詩である。
数竿脩竹引風清
　　
数竿の脩竹
　
風を引きて清く
碧蔭当階一石横
　　
碧蔭
　
階に当たりて
　
一石横たわる
倦鵲帰栖天
巳ママ
暮
　　
倦鵲
　
栖に帰りて
　
天巳
すで
に暮れ
梢頭初見月光明
　　
梢頭
　
初めて見る
　
月光の明らかなるを
これに次韻した閑斎
（丹陽酒徒）
と、鉄軒
（介洞）
の作も同時に掲載されているが、閑斎の作のみ掲げることにする。
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漆園先生見訪。席上有題画大作。次韻。
　　
丹陽
　
酒徒
婆娑緑竹露華清
　　
婆娑たる緑竹
　
露華清く
疎密交枝巖上横
　　
疎密に枝を交えて
　
巖上に横たわる
群鵲曉天啼不了
　　
群鵲
　
曉天
　
啼き了わらざるに
一痕残月影微明
　　
一痕の残月
　
影
　
微かに明らかなり
六、岩手県南漫遊、その他
七月五日の『奥羽』によれば、 「国分町針生旅店に投宿中」であった王治本は、七月四日「又々登米栗原本吉地方漫遊の見
込にて
（中略）
下り第一列車にて登米郡へ向け出発」した。七月十二日の『巖手公報』には「胆沢通信（七月八日発） 」として、
次のような記事が載っている。
支那人来胆
　　
清客王治本と云へるは過る四日水沢町留守家に来着揮毫の求めに応ぜしに尋常ならぬ書体殊に学識もある
と風評高く旧臣のみならず近村各地より書を乞ふ者少からず一昨日迄同家に滞在せられしに一関よりの招きに応し昨七日該地へ向け杖を曳きたり
留守家に滞在中のものと見られる王治本の作品が、 七月十三日の『奥羽』に載っている。その一つは次のようなものである。
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滞留水沢、賦贈留守侯
　　
王治本
丰度翩々骨格清
　　
丰度
　
翩々
〔風采が瀟洒〕
として
　
骨格清し
留侯辟
報ママ
溯前生
　　
留侯辟報
　
前生に溯る
藩分北奥誇名閥
　　
藩は北奥を分かち
　
名閥を誇り
爪種東凌寄逸情
　　
爪は東凌に種えて
　
逸情を寄す
繞砌一湾新活水
　　
砌を繞る一湾は
　
新活水
〔流れ動いている水〕
当門半角旧荒城
　　
門に当たる半角は
　
旧荒城
有縁不恨相逢晩
　　
縁有り
　
恨まず
　
相逢うこと晩きを
許我同尋猿鶴盟
　　
我に許せ
　
同に猿鶴の盟を尋ぬるを
題にある「留守侯」は留守家二十八代景福のことか。第二句の「報」の字は「穀」の誤りであろう。 「留侯辟穀」は漢の張
良が功成り、侯に封じられた後は、塵世から離れることを決め、五穀を食らわぬ引導の術を学んだことから、世を捨て仙術を学ぶ意味の典故となっているが、ここでは留守侯が藩主の地位を降りて普通の暮らしをしていることを表し、かつ「留侯」という名称の近似を活かしているのであろう。第四句も、 秦の東陵侯の故事
（ 『史記』蕭相国世家）
に基づき、 棄官帰隠の生活のたとえ。
末句の「猿鶴」は隠逸の士のことで、 「尋猿鶴盟」は隠者同士 付き合いをすること
）注注
（注
。
もう一つは雨の中、留守侯と水沢公園に遊んだ時の二絶で、一首目を掲げることにする。
　　
与留守侯冐雨游水沢公園、登凌雲閣遠眺。即景二絶
（其一）
緑樹陰蔵古社楹
　　
緑樹
　
陰に蔵す
　
古社の楹
−54−
霏々梅雨未肯晴
　　
霏々たる梅雨
　
未だ晴るるを肯ぜず
憑欄不覚天将暮
　　
欄に憑りて
　
覚えず
　
天
　
将に暮れんとす
驚聴寺鐘一杵声
　　
驚きて聴く
　
寺鐘
　
一杵の声
また、水沢滞在中の微笑ましい一齣が『岩手県学事彙報』第三一九号
（九皐堂、二十七年）
によって伝えられているので、その
まま引用することにしたい。
　　　
王漆園氏
　
昨年盛夏の頃王治本といへる清人か本県に来遊せる際水沢町の旧主留守家を訪ひて揮毫の折柄、近隣なる管氏の女好子
といへるは該家に赴き、王治本氏の傍に侍し茶菓を進め同氏の揮毫せる書を読み居たるに、王治本は好子に向ひ執筆を勧めたれは、好子即ち左の和歌を詠して差出せり、　　　　　
王大人の文かけるを見侍りて
　
いさ汲て心の塵も洗はなむ
　　 　
君か流しゝ筆の雫に
王治本氏歌を手に取りてイト嬉しけなる面貌にて高らかに口吟しけるか、軈て筆採て心の塵の塵の韵を蹈み、左の如き詩をものし好子に贈られた となん、　　
詠絮才華妙絶倫
　　
詠絮の才華
　
妙なること絶倫
　　
筆端秋露滴来新
　　
筆端の秋露
　
滴り来りて新たなり
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誦
郷ママ
一首春風調
　　
郷きみ
の一首を誦めば
　
春風調い
　　
滌我胸中万斛塵
　　
我が胸中の万斛の塵を滌
あら
う
　　
好子女史恵贈和歌一章賦此奉答幷希粲正
　　
癸
已ママ
夏月
　　　　
漆園
　　
王治本
起句の「詠絮」は『世説新語』言語篇の故事に基づき、女子に詩の才能があること。転句の「郷」は「卿」の誤りと見た。七月七日に一関へ赴いた後の作としては、七月二十五日の『奥羽』所載の「平泉
壊ママ
古」と「題光堂壁間」とがある。
　　
平泉壊古
　　
漆園
　
王治本
藤衡覇業尚脩禅
　　
藤衡の覇業
　
尚お脩禅
坐擁二州九十年
　　
坐して二州
〔陸奥と出羽〕
を擁す
　
九十年
三世遺骸埋仏座
　　
三世
〔清衡・基衡・秀衡の藤原三代〕
の遺骸
　
仏座に埋められ
千秋餘恨付衣川
　　
千秋の餘恨
　
衣川に付す
金鷄山麓空留蹟
　　
金鷄山麓
　
空しく蹟を留め
舞鶴池塘変作田
　　
舞鶴池塘
　
変じて田と作る
歎息平泉荒落甚
　　
歎息す
　
平泉
　
荒落甚だし
判官館外暮啼鵑
　　
判官館外
　
暮れに鵑啼く
神山真浦氏によれば、 この詩が揮毫されたものは平泉郷土館の千葉信胤氏が見つけ、 それには 「達谷窟君粲政
　　
漆園王治本」
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との識語があると
い
）注（
（注
う。達谷窟君とは、岩手県西磐井郡平泉村の生まれで、 「漢学に長じ公共に尽力すること少からず、三た
び衆議院議員に当選し自由党の名士と称せら」れた達
たがや
谷窟
信しんけい
敬
の
）注注
（注
ことと考えられ
）注注
（注
る。
　　
題光堂壁間
佞仏藤原此可咍
　　
仏に佞る藤原
　
此に咍う可し
一門残骨葬蓮臺
　　
一門の残骨
　
蓮臺に葬らる
当年覇業今何在
　　
当年の覇業
　
今
　
何くにか在る
古殿泥金墜作灰
　　
古殿の泥金
　
墜ちて灰と作る
この詩も、神山氏によれば、 「光堂に題す」の真筆の軸として、西磐井郡花泉町油島の小野寺寛一氏
（今、百歳ぐらい）
が所有
しており、起句は「佞仏藤原亦可咍」に作ってあり、 「小埜寺君雅属游平泉題光堂句光緒癸巳夏月」との王治本の識語があり、この「小埜寺君」が平泉来遊の王治本を自宅に招じて揮毫を依頼したと思わ
れ
）注注
（注
る。この人物は、西磐井郡油島村上油田の生ま
れで、岩手県会議員を務めた小野寺友之進
（一八五〇～
）注注
（注
？）
のことと考えられる。
その他、一関市在住の八巻一雄氏
（一九七五年現在）
所蔵の書幅に、 「八巻君大雅属
　
光緒癸巳夏五月」という識語のあるもの
があると
い
）注注
（注
う。これについて調査された畠山辰夫氏が、八巻氏から「八巻氏の祖父は、明治二十年頃に一関郡役所の書記をし
ていた。その頃王治本が一関に来ていたので、同僚と共に揮毫を依頼して書いてもらった」という回答を得、その詩句を紹介してくれてい 。
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眼看春色如流水
　　
眼
み看れば
　
春色
　
流水の如し
客散江亭雨未休
　　
客散じて
　
江亭に
　
雨
　
未だ休まず
今夜不知何処宿
　　
今夜は知らず
　
何れの処にか宿する
青山万里一孤舟
　　
青山
　
万里
　
一孤舟
　　
春日旅感集唐句
畠山氏は「半折にすらすらと書いたもので、立派な出来ばえであり、北上川の風景を思い出させるに充分である」と評して
おられ
）注注
（注
る。なお、起承転結、それぞれ崔恵童「宴城東荘」の転句、岑参「虢州後亭送李判官使赴晋絳得秋字」の承句、岑参「磧
中作」の転句、劉長卿「重送裴郎中貶吉州」の結句である。
七、香萍女史の落籍、山口少将・仲木大佐、送別
（一）香萍女史の落籍七月二十六日の『奥羽』に次のような記事が載っている。
王治本氏の来仙
　　
王治本氏は先頃より涌谷地方漫遊中の処昨日再ひ来仙さる、然るに聞く処によれば香萍女史は落籍従
良せしと、果して然らば王仙が此一来
彼かの
杜樊川が緑葉成陰子満枝を見て芳を尋ぬるの甚だ遅かりしを悔たると同一の感
なきを得んや 今日鬂絲禅榻畔、茶烟軽颺落花風、真に是千古の憾事
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文中の「緑葉成陰子満枝」は、杜牧「歎花」詩の結句で、緑の葉陰に実がいっぱいついているの意。杜牧は宣州の幕中にい
た若いころ、湖州に遊び、十餘歳の美少女を見かけて、その母親に会い、結納金を渡して約束したが、十四年後、約束の娘はすでに嫁ぎ、三人の子を産んでいた
（ 『太平広記』所引『唐闕史』 ）
。一方、 「今日」云々の二句は、杜牧が年を取るとともに悟るとこ
ろがあって、若い時を振り返り、今の姿を詠んだ「題禅院」詩の転結二句。 「今は白髪混じりの頭となり、禅寺の座禅用の腰掛けの辺り 、茶を沸かす煙が、花を散らしてしまう風に、軽やかに揺れ動いている」の意。
本稿（上）の冒頭に引用した『仙人辞』に述べられている通り、香萍女史の名は信子で、 「従良して松岑女史と称し仙臺女
流画家の白眉」となったわけであるが、畠山辰夫氏の調査によれば 彼女の夫となったのは一時「仙台市国分町で手広く時計屋を営んでいた」
内うち
海み
金きん
治じ
（一八六一？～一九三一）
で、 「住所が松岑の居る置屋の虎屋横丁と近いので、彼女を識るようになった
ことも考えられる」という。ところで、 『仙人辞』に「漆園の仙臺にあるや、虎坊 校書小萍（寿々喜家小助）を寵し、教ふるに書画を以てす」とあるうちの画の指導について、 「王治本 書幅 画は殆んどないところからみて」 、畠山氏は疑問視され調査の結果、 「彼女は半玉当時から日本画 山内耕烟
（一八二七～一九〇七）
について習」い、また、彼女に「日本画家として最
も大きな影響を与えたのは、青年画家の遠藤速雄
（一八六六～一九一五）
だった」としておられ
）注注
（注
る。
なお、松岑女史は、画だけではなく、 『仙臺文学』第一号
（大正二年八月）
所載の「仙臺吟社々友名簿」にもその名が掲載され
ており、同号の詞苑「癸丑七月十九日、開仙臺吟社第一回雅集於北阜輪王精舎、席上聯句、仿柏梁体」 一句
（漢詩）
、第七号
（大
正三年二月十五日）
「籠の中の鶯を聞て」
（竹廼舎歌会当座）
に一首
（短歌）
、その作品が確認できる。
（二）山口少将、仲木大佐との交流七月三十日の『奥羽』の「王治本氏の揮毫」という見出しの記事によれば、王治本は七月二十八日には、陸軍少将第三旅団
長の山口
素もとおみ
臣
少将
（一八四五？～一九〇四）
に招かれて「同邸に赴き大幅を揮毫し」 、二十九日は
仲なか
木き
之ゆきうえ
植
（一八四八～一九〇〇）
大佐
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に招かれて「同く揮毫し」 、また、山田揆一宮城県収税長
（一八四七～一九二三）
「秘蔵の鍾霊石の賛文を揮毫」したと
い
）注注
（注
う。八月
二十六日の『奥羽』に、これらの招聘の時に王治本が詠んだ作品が載っている。それぞれ「山口少将招飲夢通園」 、 「仲木大佐招飲」 、 「詠鍾霊石芝。〇為山田催課作飛節、夜光、石蜜、石象、九光、桂石、皆芝名」と題するものである。（三）送別仙台を根城に東北地方南部の漫遊を続けていた王治本も、ついに仙台を引き払い東京へ帰ることになった。その王治本を鉄
軒が送別する作品が、八月八日の『奥羽』に掲載されている。
　　
夢香山館送王漆園氏帰東京
　　
介洞
　
居士
三月追随詩酒盟
　　
三月
　
追随す
　
詩酒の盟
倐聞帰去暗傷情
　　
倐にわか
に帰去を聞き
　
暗に情を傷む
京華応有文君待
　　
京華には応に文君の待つ有るべし
此夕無由住大旌
　　
此の夕べ
　
大旌を住むるに由無し
梨花軽圧海棠枝
　　
梨花
　
軽く圧す
　
海棠の枝
李小閨中嚼臂
）注注
（注
時
　　
李小閨中
　
臂を嚼む時
憐殺明年再遊日
　　
憐殺す
　
明年
　
再遊の日
繫情碑畔草離々
　　
繫情碑畔
　
草離々たらん
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第一首の転句は前漢の司馬相如と卓文君の故事に基づき、 東京にも相愛の女性が待っているだろうと王治本を揶揄したもの。
第二首の起句は、清の劉廷璣が「小園梨花最盛、紛紜如雪、其下海棠一株、紅艶絶倫
〔小園
　
梨花
　
最も盛んに、紛紜として雪の如く、
其の下に海棠一株、紅艶なること絶倫なり〕
」のさまを見て、思わず失笑を禁じ得ず、老人納妾に関する絶句、 「二八佳人九九郎、蕭蕭
白髪伴紅粧。扶鳩笑入鴛幃裏、一樹梨花圧海棠
〔二八の佳人
　
九九郎、蕭蕭たる白髪
　
紅粧を伴う。鳩を
扶だきかか
えて
　
笑いて入る
　
鴛幃の裏、一樹の
梨花
　
海棠を圧す〕
」を想起したという故事
（劉廷璣『在園雑志』巻一）
に基づく。第二首結句の「繫情碑」は、上述の通り、常盤丁に
あった貸座敷が移転することに り、そこに建てられることになった記念碑のことで、その碑文は王治本が依頼され撰したのだっ
）注（
（注
た。言わんとするところは、 王治本が明年再び仙台に来て
（そのような約束が実際になされたか否かは不明）
、 今年の滞在中足繁く通っ
た常盤丁を訪れてみても、人気がなく草茫々になっているだろうということ。つまり、王治本の仙台での恋物語は、もはや完全に過去の事柄になってしまったということである。
これに対する王治本の次韻の作も掲載されているが、第一首のみ掲げることにする。
　　
次韻奉答
　　
漆園王治本
一言我欲告同盟
　　
一言
　
我
　
同盟に告げんと欲す
莫笑痴狂杜牧情
　　
笑う莫かれ
　
痴狂なる杜牧の情を
去後風流伝韻事
　　
去りし後
　
風流
　
韻事を伝えん
乞将吉語送行旌
　　
乞う
　
吉語をもって行旌を送らんことを
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おわりに
かつて高知で王治本と親交を結んだ三浦一竿がこの年の中元
（陽暦八月二十六日）
以後に詠んだと考えられる、次のような詩が
ある。
　　
聞桼園将帰郷里、賦此寄懐、時桼園在東京
壁間無処不留題
　　
壁間
　
処として留題せざるは無く
地北天南雪爪
）注注
（注
泥
　　
地北
　
天南
　
雪に爪泥
今日倦游行欲返
　　
今日
　
游に倦んで
　
行くゆく返らんと欲す
孤帆萬里入慈渓
　　
孤帆
　
萬里
　
慈渓に入らん
（ 『江漁晩唱集』坤）
これにより、王治本がそれより前には東京に帰り着いていたことと、実はそのころ郷里 慈渓へ帰ることを予定していたこ
とが知られる。いつ帰省の途についたかは不明だが、この時の清国滞在はさほど長くなかった。というのは、この年の十二月二十六日の『奥羽』に、彼の「東行舟中誌感」と題する次のような詩が載っており、その頃までに日本に戻っていたことが知られるからである。二首あるが、第一首だけ引用する。
　　
東行舟中誌感
　　
漆園
　
王治本
廿年五度客東瀛
　　
廿年に五度
　
東瀛に客たり
飄泊風塵誤此生
　　
飄泊
　
風塵
　
此の生を誤る
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禿筆一枝聊誌勝
　　
禿筆
　
一枝
　
聊か勝を誌し
危槎万里慣長征
　　
危槎
〔危なっかしい小舟〕
　
万里
　
長征に慣る
甞来世態苦
爪ママ
味
　　
甞め来る
　
世態
　
苦爪
〔ニガウリ〕
の味
感触郷愁断雁声
　　
感触す
　
郷愁
　
断雁
〔群れを離れた雁〕
の声
人海茫々知
巳ママ
少
　　
人海
　
茫々として
　
知巳
〔知己〕
少なく
仰天時作不平鳴
　　
天を仰いで時に作す
　
不平の鳴
なお、 この詩を鉄軒は「翁近日硯田豊穣、 黄白狼戻于筐底、 兼之以艶福天来、 万衆羨望、 其詩宜有意得語、 而却為不平鳴、 何也
〔翁
は最近、文筆生活が豊かで、金銀が箱の中に溢れ返っている。加えて、艶福がとびきり大きく、皆の羨望を集めている。だから、詩には意を得たりの語こそあって然るべきなのに、逆に不平を鳴らすとは、どうしたことなの
か
）注注
（注
〕」という評を付して掲載している。仙台を離れてしばらくたった後も、王
治本の香萍女史との一件が鉄軒
（彼のみにとどまらないであろうが）
の脳裏に強く残っていたこと 表れではないだろうか。
ところで、登米郡長在任中 佐伯羽北がにわかに病を得て 二十七年二月十七日急逝した
（享年五十
）注注
（注
一）
。同年の八月二十三日
に発行された『羽北遺稿』別集に、王治本は「哭佐伯羽北兄」という詩を寄せている。
最後に、 『食研斎文稿』に、王治本が片野栗 の居宅「不可居無竹楼」のために作った銘を記す「不可居無竹楼銘
　
幷
序」
という文章が載っており、これは他では見られないと思われるので、参考までに転載する。
　　　　　　　　　　　　　　　　
不可居無竹楼銘
　
幷序
　
片野栗軒、家本豊南、宦游奥北、随官卜宅、異地成家。築半角之小楼、植数竿之新竹。板輿迎養、長留慈竹之輝。杯酒
尋詩、欣賞幽篁之韵。人能抜俗、地不染塵。僕恨識面之遅、君抱虚心之雅、為題顔字復綴銘言。銘曰、
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楼不必高、窓虚生明。居不必広、室静无塵。花木可愛、惟竹更清。吾人処世、脱俗則真。慕子遒之遺愛、追坡老之芳型。
淇澳興歌衛武、小園擬賦蘭成。数竿籊籊、一碧亭亭。当戸移来月影、憑欄聴到風声。茶烟繞碧、酒色浮青。毋須臾之或去、宜左右之為隣。古称渓頭六逸、林下七賢、君将与之而訂盟、豈第感瀟湘而入夢、溯淇水而瀠情。
注１
　
	 「拍子」は藝妓のことと考えられる。例えば二十六年四月十六日の『奥羽』に「拍子買入小原家叶家鶴沢の三
藝げいしやや
妓家
にては拍子買入の為
め出京中なるが鶴沢は先つ一名丈買入れて帰仙し近々披露の筈其他も両三日中に帰仙の筈なれば斯くと聞きし半可連中は我先
一いちばんくつ
番鬮
を
取当んとの大意気込」とある。
２
　
	 「うんなら」は「それならば」の意の方言か。
３
　
	 「松本撿事の起訴」は兵作が自殺補助の罪で豫審廷へ引き渡されたこと、 「芸妓 不景気」は心中事件のため、一月下旬からの不景気に拍車がかかったことを述べる記事。
４
　
	 「狼」は 狠」 （思い切りがいいの意） 誤りであろう
５
　
判読の困難な字を「■」で示した。以下、同じ。
６
　
この詩は『羽北遺稿』にも収録されて 第五句 「白氏愛吟」を「司馬青衫」に 第六句の「原属 を「玄観」に、第七句の「昔」を「故」に、第八句の「情波泛作」を 年光伴逝 に、それぞれ作る
７
　
四月二十三日『奥羽』雑報記事。
８
　
板橋静好については『仙人辞』七十四頁。
９
　
広告は「仙臺吟社春季総集／五月六日午後一時より清客王漆園先生の送別会を兼ね公 挹翠舘に開く四方文雅の諸君御来会あらんことを望む／席上王氏始め諸君之揮毫あり／会費金壱円／廿六年五月
　　
会主」というもの。
10　
当時、松島竹枝もしくは仙臺竹枝 よう 性格の詩集が刊行されたことは確認できない。
11　
本句は唐代の伝奇小説集 『原化記』 に見える何諷 故 （ 『太平広 』 巻四十二所収） に出 くる 『仙経』 句 「蠧魚 食神仙字、 則化為此物」に基づく。
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12　
紅児は歌妓のこと。
13　
高島北海 詩書 大家九峰高島張輔の弟。その他、 『仙人辞』六三三頁。
14　
関せきやま
山トンネルのこと。仙台市と山形県東根市を結ぶ国道四十八号（宮城県側は作並街道、山形県側は関山街道）の関山峠にある。
15　
高橋欽香については『仙人辞』六四〇頁。
16　
第六句の「八酔仙」はいわゆる「酒中八仙人」 （唐の李白、賀知章等）のことか。末句は唐の崔顥の「黄鶴楼」詩を下敷きにした表現か。
17　
関岡無柾については『仙人辞』五九四頁。
18　
舜花校書については不明。
	
19　
この詩は最後 「座中諸友、大半是異郷之客。故及之」との自注が添えられている。
20　『仙人辞』六三二頁。
21　
針生庄之助（一八二六？～一九〇〇）は仙台の 楼の元祖（ 『仙人辞』八八六頁） 。
22　「二十二年」は「二十六年」の誤りだろう。
23　
麻績斐『米沢史談』 （知新堂、二十五年十月二十六日）巻之一「贅言数則」 。
24　
上杉茂憲は米沢藩の第十三代、最後の藩主。
25　
森重郎については、田村寛三『酒田人名辞書』 （田村寛三、 一九七 年）一五八頁、庄内人名辞典刊行会編『新編庄内人名辞典』 （庄内人名辞典刊行会、一九八六年）六二八頁。
26　
なお、 四十四年に刊行された高田可恒編輯兼発行『山形県荘内実業家伝』 森重郎のページは、 他と異なり、 「寒緑軒記」の文章が末尾に「竹堂
　
森君大雅清属
　　
正四位勲三等巖谷脩書」という識語を添えて掲載されている。当時、森はまだ在世していたから、自分の意思で
したことと考えられる。巖谷脩（号一六。一八 四～一九〇五） 明治の 筆の 人と称せられた書家である 森 得意 想う可しと言えようか。
27　
現在の福島県福島市。
28　
向明亮「公益与私利
　
近代城市公用事業発展的歴史困境――以漢口水電事業為例」 （ 『江漢大学学報（人文科学版） 』第三十一巻第六期、
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二〇一二年十二月） による。他に、 陳自芳 「中国近代官僚私人資本的比較分析」 （ 『中国経済史研究』 一九九六年第三期） でも言及されている。
	
29　『仙人辞』三七二頁。
30　
明の程敏政の七律「松崖
　
為県人胡昭題」の末句に「杖策来尋猿鶴盟」とある。
31　
神山真浦「三たび王治本の詩について」 （ 『岩手県南史談会研究紀要』第三十三集、二〇〇四年） 。
32　『仙人辞』六五二頁。
33　
なお、 現在の平泉町平泉字北澤 六番地
　
延暦廿年
　
坂上田村麿公
　
創建
　
達谷窟毘沙門堂
　
別當
　
達谷西光寺にその書幅が残っており、
「漆園」を「
園」に作っている。
34　
神山真浦「王治本と平泉に游ぶ詩」 （ 『岩手県南史談会研究紀要』第三十集、二〇〇一年） 。
35　『仙人辞』二一三頁。
36　
さねとうけいしゅう『近代日中交渉史話』 （春秋社、一九七三年）所収「王治本の日本漫遊」 九六頁
37　
畠山辰夫「王治本の遺墨」 、 「王治本余聞」 同氏『春蘭』 、アイエ書店、一九七五年） 。
38　
畠山辰夫「内海松岑のこと」 （同氏前掲書） 。なお、内海金治、山内耕烟、遠藤速雄の生卒 は『仙人辞』による。
39　
山口素臣については吉田祥朔『増補
　
近世防長人名辞典』 （マツノ書店、一九七六年）二六四頁、 『仙人辞』一〇四九頁。山田揆一につい
ては『仙人辞』一〇五二～一〇五三頁。
40　
本句は何らかの典故を踏まえていると思われるが、その典故は未詳。
41　
鉄軒は第二首に「繫情碑王氏所選書。将建之於遊廓。頃者有移遊廓於小田原新地之議。結故及」との自注を添えている。なお、 「角川日本地名大辞典」編纂委員会・竹 理三編、 角川日本地名大辞典４『宮城県』 （角川書店 一九七九年）一四五頁に「二十七 、 常盤丁にあった遊廓が陸軍の反対により、小田原地区に移転」 ある。
42　
言うまでもなく、本句は蘇軾の「和子由澠池懐旧」詩に基づいた表現。
43　
この評は、分かりやすいよう、現代語訳した。
44　
剣堂田沼易簡撰「宮城県登米郡長従六位佐伯君墓誌銘」 （ 『羽北遺稿』巻末） 。
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